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Ⅰ　介護アンケート調査の概要

１．目的

　第６期介護保険事業計画（計画期間：平成２７年度～２９年度）の策定にあたり、要介護認定を

受けていない者を対象に生活状況、高齢者福祉サービスの利用状況や意向などを、第６期計画策定

の基礎資料を得るため、郵送による調査を行う。

２．調査時点 平成２６年７月１日時点

３．調査期間 平成２６年７月３０日～８月１５日 　 　

４．調査対象 ６５歳以上の、介護認定を受けていない一般高齢者から５０４人抽出

５．実施方法 調査対象者に対する郵送による調査

６．調査項目

（１）属性

・性別、年齢構成、世帯構成等

（２）外出の頻度について

・普段の生活での外出の頻度、通院の頻度

（３）住宅の状況について

・住宅で困っていること、住宅改修の意向等

・今後の介護についての希望等

（４）高齢者福祉サービスについて

・今後のサービス利用意向等

・将来、不安に思うこと

７．調査票の回収状況

　３５３人のアンケート対象高齢者から回答があり、調査時点の平成２６年７月１日に施設や

病院等に入院している回答者４人を除いた３４９人が、本調査の集計の対象者である。

病院等に入院している回答者数　② 4人

65歳以上の介護認定を受けていない高齢者数 13,708人

回収数（調査回答者数）　①

調査の回収率 70.0%

調査票送付数（抽出） 504人

353人

本調査の集計等の対象者（①－②） 349人
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Ⅱ　介護アンケート調査結果

１．ご自身のことについて

（１）性別について

　回答者の性別は、「男性」が３２．０％、「女性」が６５．７％となっています。

（２）年齢について

　年齢構成は、「８０歳～８４歳」が２６．７％、次いで「８５歳～８９歳以上」が２４．７％、

　「９０歳以上」が１２．９％であり、回答者の半数以上が８０歳以上となっている。

（３）世帯について

　世帯構成は、「ひとり暮らしの世帯」が２５．７％、「夫婦のみの世帯」が２４．７％となって

　おり、回答者全体の半数以上が高齢者の独居、若しくは高齢者世帯であることがわかる。

女性

26.1%

男性

70.7%

無回答

3.2%

性別

2.6%

34.1%

44.7%

18.6%

0.0% 50.0%

無回答

その他

夫婦のみ

ひとり暮らし

世帯構成

0.9%

0.6%

5.7%

18.1%

24.5%

23.3%

26.9%

0.0% 30.0%

無回答

90歳以上

85歳～89歳

80歳～84歳

75歳～79歳

70歳～74歳

65歳～69歳

年齢構成

世帯構成は、「夫婦のみの世帯」が４４．７％と多くを占め、次いで「その他」が３４．１％となっている。

なお、「その他」の回答率が高い理由は、（４）世帯人数の回答結果でわかるとおり、同居人数が比較的多いことが要因

と思われる。また、「ひとり暮らし」と回答したのは、１８・６％であった。

年齢構成は、「前期高齢者（６５～７４歳）」が５０．２％、「後期高齢者（７５歳以上）」は４８．９％であり、ほぼ半数の構成

となっている。

回答者の性別は、「男性」が７０．７％、「女性」が２６．１％となっており、男性の割合が高い。
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（４）世帯についての回答で、「その他」と回答した方に世帯の人数をお聞きしました

　世帯人数は、「１人」が２５．７％、次いで「３人」が２０．７％となっている。

１人

35.1%

３人

29.2%

２人

10.3%

４人以上

23.8%

無回答

1.6%

世帯人数

世帯人数は、「１人」が３５．１％、次いで「３人」が２９．２％、「４人以上」が２３．８％となっており、家族等との同居率が

高いことがわかる。
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２．外出の頻度について

（１）普段の買い物、散歩などで外出する頻度について

　普段の買い物、散歩などで外出する頻度は、「週１～２回程度」が３５．３％、次いで「ほとん

　ど外出しない」が３０．３％となっている。

　要介護度別では、要介護度が重くなるに従い、外出する頻度が少なくなっている。

（２）定期的な医療機関への通院の頻度について

　定期的な医療機関への通院の頻度は、「月１～２回程度」が７０．０％、次いで「週１～２回

　程度」が１２．７％となっています。

2.0%

2.6%

5.7%

31.0%

58.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

無回答

ほとんど外出しない

月1～2回程度

週1～2回程度

ほとんど毎日

外出する頻度

普段の買い物、散歩などで外出する頻度は、「ほとんど毎日」と回答した割合が５８．７％であり、「ほとんど外出しない」

（２．６％）を大幅に上回っている。また、「週１～２回程度」を含めると、実に８９．７％の方が週に１回以上外出しているこ

ととなり、元気な高齢者の割合が高いことがわかる。

6.3%

22.9%

62.5%

8.0%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

無回答

ほとんど外出しない

月1～2回程度

週1～2回程度

ほとんど毎日

定期的な通院頻度

定期的な医療機関への通院の頻度は、「月１～２回程度」と回答した方が６２．５％と大半を占め、次いで「ほとんど外出

（通院）しない」が２２．９％となっている。 これら結果から、週に１～２回程度と回答した方を含め、全体の７割の方が定

期的に通院していることがわかる。
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３．お住まいの状況について

（１）現在どこにお住まいですか

（２）現在のお住まいについて困っていること　（複数回答）

43.0%

7.9%

0.9%

1.8%

3.5%

21.9%

21.1%

0.0% 25.0% 50.0%

困っていることがない

その他

トイレが洋式でない

扉が開けずらい

床がすべりやすい

手すりがない

段差がある

住宅について困っていること(複数回答)

戸建て

77.6%

戸建て（二世帯な

ど）

8.9%

アパートなど

8.0%

食事付き

高齢者向け

共同住宅

0.3%

その他

2.9%

無回答

2.3%

現在の住まい

困っていることについては、「困っていることがない」と回答された方が４３．０％と一番多く、次いで「廊下やトイレ、浴

室、玄関などに手すりがない」が２１．９％、「廊下やトイレ、浴室、玄関などに段差がある」と回答した方が２１．１％となっ

ている。

現在の住まいについて聞いたところ、「戸建て（一世帯）」が７７．６％、次いで「戸建て（二世帯など）」が８．９％となって

おり、戸建て住宅の割合が高い。
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（３）もしも介護度が重度になった時に、どこで介護を受けたいですか

施設等
56.2%

在宅
35.2%

無回答
8.6%

介護度が重度になった場合

介護を受ける場所の希望は、「施設などに入って介護を受けたい」が５６．２％となっており、「在宅で介護を受けたい」

（３５．２％）を上回っている。
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（４）施設などでの介護の希望

（５）在宅での介護の希望　（複数回答）

3.6%

1.0%

10.3%

14.9%

34.4%

35.9%

0.0% 45.0%

その他

認知症グループホーム

介護付有料老人ホーム

老人保健施設

介護療養型医療施設

（介護保険が利用できる施設）

特別養護老人ホーム

施設などでの介護の希望

1.7%

40.3%

58.0%

0.0% 60.0%

その他

家族による介護を受けたい

介護保険サービスを利用したい

在宅での介護の希望

「施設などに入って介護を受けたい」と回答した方に、施設の種別をお聞きしました。

「特別養護老人ホームに入所し、介護を受けたい」が３５．９％、次いで「介護療養型医療施設（介護保険が利用できる

施設）」に入所し、介護を受けたい」が３４．４％となっている。

「介護療養型医療施設」及び「老人保健施設」の割合が、合わせて４９．３％にのぼることから、療養介護を受けられる

施設を望んでいることが推察される。

「在宅で介護を受けたい」と回答した方に、在宅介護の内容をお聞きしました。

「介護保険サービスを利用したい」が５８．０％、「家族による介護を受けたい」が４０．３％となっており、半数以上の方

が介護保険サービスの利用を希望していることがわかる。



118 

資 料 編 

４．高齢者福祉サービスの利用について

（１）今後利用したいと思う高齢者福祉サービスは何ですか（複数回答）

11.2%

18.6%

18.3%

11.7%

23.2%

22.9%

29.2%

24.6%

0.0% 20.0%

わからない

特にない

訪問サービス(電話や訪問等による安否確認)

訪問理美容サービス(自宅訪問の理美容サービス)

配食サービス(夕食の宅配による安否確認)

緊急通報システムサービス

(緊急時通報、健康相談、安否確認)

除雪サービス(生活路確保のための玄関前除雪)

外出支援サービス(医療機関等への送迎)

今後利用したい高齢者福祉サービス（複数回答）

今後利用したい（現在利用している場合も含む）サービスは、「除雪サービス(生活路確保のための玄関前除雪)」が２
９．２％、次いで「外出支援サービス（医療機関等への送迎）」が２４．６％となっている。
また、「配食サービス」や「緊急通報システムサービス」等、安否確認に繋がるサービスについては、共に２２％を超える

回答結果となっていることから、興味の高さがうかがえる。
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（２）今後利用したいと思う介護保険サービスは何ですか（複数回答）

4.3%

20.3%

7.2%

12.0%

10.3%

15.8%

11.2%

18.1%

14.9%

11.5%

20.9%

21.5%

16.6%

19.8%

26.6%

0.0% 20.0%

わからない

特にない

成年後見制度

夜間対応型訪問介護

訪問入浴介護

日常生活自立支援事業

訪問リハビリテーション

訪問看護

認知症対応型通所介護（ﾃﾞｲｻー ﾋﾞｽ）

小規模多機能型居宅介護

訪問介護(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋ ｽ゙)

住宅改修費

短期入所生活介護等（ｼｮｰﾄｽﾃｲ）

福祉用具の貸与・購入

通所介護等(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ・ﾃﾞｲｹｱ)

今後利用したい介護保険サービス（複数回答）

今後利用したい（現在利用していて、今後も引き続き利用したい場合も含む）サービスとして、「通所介護（デイサービ

ス）」が２６．６％と高く、次いで「住宅改修費」２１．５％、「訪問介護」２０．９％となっている。

なお、「特にない」と回答した方も２０．３％いることから、今後、介護保険制度やサービス内容についての周知強化が必

要と思われる。
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（３）１０年後を見据えて不安に思うこと（複数回答）

1.8%

11.1%

5.5%

13.1%

12.1%

5.7%

14.0%

13.1%

12.4%

11.3%

0.0% 10.0%

その他

年金

介護予防

日常生活（買い物・除雪・ゴミ分別等）

認知症対応

住まい（住宅）

医療費

医療（病気・入院・服薬）

介護費用

介護サービス

今後利用したい介護保険サービス（複数回答）

将来（１０年後）を見据え、不安に思うことをお聞きしたところ、「医療費（１４．０％）」、「医療（病気・｣入院・服薬）（１３．

１％）」、「介護費用（１２．４％）」、「年金（１１．１％）」等、費用負担に関する項目に関心の高さが伺える。

また、「日常生活（買い物・除雪・ゴミ分別等）（１３．１％）」、「認知症対策（１２．１％）」に対しても、費用負担同様の割

合を示しており、不安の高さがうかがえる。
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１．　「ご自身のこと」について

問１  性別について、あてはまる番号に○をつけてください。

1. 男性 2. 女性

問２  年齢について、あてはまる番号に○をつけてください。

1. ６４歳以下 2. ６５歳～６９歳 3. ７０歳～７４歳

4. ７５歳～７９歳 5. ８０歳～８４歳 6. ８５歳～８９歳

7. ９０歳以上

問３  世帯について、あてはまる番号に○をつけてください。

1. ひとり暮らしの世帯

2. 夫婦のみの世帯

3. その他 問4からお答えください。

※病院等の施設に3ヶ月以上入院されている方は世帯人数に入れないでください。

問４  問3で「3. その他」に○をつけた方のみお答えください。

 世帯の人数について、あなたを含めて何人ですか。

 あてはまる番号に○をつけてください。

1. ２人 2. ３人 3. ４人以上

※病院等の施設に3ヶ月以上入院されている方は世帯人数に入れないでください。

【平成26年 7月 1日現在でお答えください。】

問5からお答えください。

高齢者一般アンケート調査票
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２．「外出の頻度」について

問５  普段の買い物、散歩などで外出する頻度について

 あてはまる番号にひとつ○をつけてください。

1. ほとんど毎日

2. 週１～２回程度

3. 月に１～２回程度

4. ほとんど外出しない

問６  定期的な医療機関への通院などの頻度について

 あてはまる番号に○をつけてください。

1. ほとんど毎日

2. 週１～２回程度

3. 月に１～２回程度

4. ほとんど外出しない

３．「お住まいの状況」について

問７  現在どこにお住まいですか。あてはまる番号に○をつけてください。

1. 戸建て（一軒家で一世帯のみ）

2. 戸建て（二世帯住宅など）

3. アパートなど共同住宅

4. 食事付き高齢者向け共同住宅

5. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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問９  もしも介護度が重度になった時に、どこで介護を受けたいですか。

 あてはまる番号にひとつ○をつけてください。

1. 施設等 問10からお答えください。

2. 在宅(自宅)

問10  問9で「1. 施設等」に○をつけた方のみお答えください。

　　  その施設はどういう施設ですか。

 あてはまる番号にひとつ○をつけてください。

1. 特別養護老人ホーム

2. 老人保健施設

3. 介護療養型医療施設（介護保険が利用できる施設）

4. 認知症グループホーム

5. 介護付有料老人ホーム

6. その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

《施設等の説明》

問11(5頁)からお答えください。

特別養護老人ホーム
常時介護が必要で家庭での生活が困難な場合に入所し生活する施設。
市内では、恵望園、恵庭みどりの園、島松ふくろうの園(旧名称：みどりの
園)、ふる里えにわがあります。

老人保健施設
病状が安定し、リハビリを中心としたケアと介護が必要とする場合に入
所する施設。
市内では、恵み野ケアサポート、アートライフ恵庭があります。

介護療養型医療施設
（介護保険が利用できる病院）

長期にわたって療養を必要とする高齢者等が入所する施設。
市内には、島松病院（ファミリア）があります。

介護付有料老人ホーム
食事の提供など日常生活上、必要なサービスが提供される老人ホームで
す。
市内には、ラ・デュース恵み野があります。

認知症グループホーム
認知症のため介護を必要とする高齢者等が、9人単位で共同生活を営む
住居で介護が受けられます。
市内には10グループホームがあります。
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問13  今後利用したい（現在利用している場合も含みます）と思うサービスなど

 についてあてはまる番号にすべて○をつけてください。

 3. 訪問介護(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ)

 5. 訪問リハビリテーション

 6. 訪問看護

 7. 訪問入浴介護

 8. 短期入所生活介護等（ｼｮｰﾄｽﾃｲ）

 9. 小規模多機能型居宅介護

10. 福祉用具の貸与・購入

11. 住宅改修費

12. 成年後見制度

13. 日常生活自立支援事業

14. 特にない

15. その他

認知症の利用者が通い、食事や入浴など日常生活上の支援や
機能訓練を行う

ヘルパーにより身体介護・家事援助のサービス

デイサービスセンター等で行う、食事、入浴など日常生活上
の支援や機能訓練

 2. 認知症対応型通所介護（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）

サービス名 サービスの説明

移動入浴車等による自宅での入浴サービス

特別養護老人ホームや老人保健施設等に短期間入所し、日常
生活上の支援や機能訓練等を受けるサービス

通いを中心として利用者の身体の状況や希望に応じて訪問や
宿泊組み合わせた一体的なサービス

福祉用具の貸与や、購入費の支給

 4. 夜間対応型訪問介護
夜間に定期的な巡回又は通報により、訪問し日常生活の世
話、緊急時の対応を行うサービス

理学・作業療法士の訪問によるリハビリテーション

看護師等が訪問し、療養上のお世話をするサービス

認知症高齢者等、精神上の障がいによって判断能力が十分な
人の福祉サービス利用を援助し、自立した生活を送れるよう
支援するもの

 1. 通所介護等(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ・ﾃﾞｲｹｱ)

手すりの取付け、段差の解消、床材の変更などの住宅改修費
にかかる費用の支給

認知症高齢者等、精神上の障がいによって判断能力が十分で
ない人たちの判断能力を補い、権利を保護する制度

資 料 編 
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問14  今後、高齢化が進むと、医療や介護を必要とする方がますます増加しますが、

 将来（10年後）を見据えて不安に思うことについて、あてはまる番号にすべ

 て○をつけてください。また、要望などありましたら自由にご記入ください。

 例 認知症対応

 2. 介護費用

 4. 医療費

 5. 住まい（住宅）

 6. 認知症対応

 7. 日常生活（買い物・除雪・ゴミ分別等）

 8. 介護予防

 9. 年金

10.その他

10年後不安なこと 要望など（自由に記入ください）

将来、認知症になったら、１人で生活するには不安がある。
グループホームに入所したい。

 1. 介護サービス

 3. 医療（病気･入院･服薬）
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